
福井市学校版環境ＩＳＯ 実施計画書 

福井市長 様 

私たちの学校は、恵み豊かな環境を守り未来に引き継いでいくために、環境保全に関する

学習、教育及び活動を積極的に行って環境にやさしい学校づくりと生命や自然の大切さを理

解し郷土を愛するモラルの高い児童・生徒の育成に取組むための実施計画を作成しましたの

で、福井市学校版環境ＩＳＯ認定制度による認定の更新を申し込みます。 

  令和元年５月１３日 

学校名  福井市清水南小学校  

校長氏名  山口 満      

 

１ 今年度の目標（学校の約束） 

①清水南地区の環境、地球環境について学習します。 

 ②学校で節電・節水に努めます。 

 ③地域と連携し、リサイクルに努めます。 

２ 取組内容 

 ①環境学習 

  ・清水南地区の自然環境について学習します。 

  ・各学年で栽培活動に取り組み、自然を大切にする態度を育みます。 

  ・学年ごとに環境を守るための目標を立て、実行できるように取り組みます。 

  

 ②節電・節水の取り組み 

  ・使用していない教室や廊下・トイレなどの照明をこまめに消します。 

  ・手洗い・うがい・歯みがきをするときは、水を出しっぱなしにしないよう、委員会を

中心に呼びかけます。 

 ③地域と連携して分別回収 

  ・アルミ缶や古紙の回収を PTA や地域と連携して実施します。また、事前にごみの減量

やリサイクルについて学びます。   

★ ＥＳＤポイント（取組内容の内、１項目についてＥＳＤの視点をどのように取り入れるかを記載して下さい。） 

  ①の環境学習では、地域の貴重な動植物を採集したり、観察したりすることで、周囲の

環境や他の生物と関わり合いながら生きていることを学び、ふるさとの環境を守ろうとす

る気持ちを育てます。   
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福井市学校版環境ＩＳＯ 実施報告書 

学校名     福井市清水南小学校  

１ 今年度の目標（学校の約束） 

①清水南地区の環境、地球環境について学習します。 

 ②学校で節電・節水に努めます。 

 ③地域と連携し、リサイクルに努めます。 

２ 取組内容 

①環境学習 

○１・２年生（生活科） 

１・２年生が５月２９日に清水南公民館に協力していただき、学校近くにあるビオトー

プで観察会を行いました。自然観察指導員さんに来ていただいて、ビオトープの動植物に

ついて教えていただきました。 

 

 

 

 

 

 

 

○３年生（総合） 

３年生が、真栗生産組合の廣部さんに協力していただき、学校近くにある大豆畑の一角

をお借りして、大豆の栽培体験をしました。種まきからお世話、収穫まで自分たちの手で

行いました。どんどん生長していく姿を観察し、収穫した枝豆や大豆を自分たちで調理し

て食べました。近くの畑で育てられている、麦や蕎麦など、他の作物の栽培の様子も観察

できました。 

 

 

 

 

 

 

②節電・節水の取組 

 ３年生で、水道のそばに節水を呼びかけるポスターを作って掲

示しました。環境委員会では、数年前から取り組んでいる、古紙

回収を継続して行っています。習字で使った半紙も折りたたみ、

回収しています。回収するための袋も、環境委員会の児童がその

ままリサイクルできるよう、新聞紙で手作りしています。 



 

③地域と連携して分別回収 

資源回収への参加 

５月２５日（土）、１０月２６日（土）の２回、

資源回収を行いました。高学年を中心に低学年も

保護者の方々と一緒に回収作業に参加しました。

リサイクルをするためには、新聞と雑誌類、ビン

とアルミ缶といったように、分別して回収するこ

とが大事だということがよく分かりました。２回

の回収で新聞・雑誌類およそ２０ｔを回収しまし

た。アルミ缶については、児童玄関横の回収箱で

随時回収しています。 

★ ＥＳＤポイント 

①の環境学習では、地域の貴重な動植物を採集したり、観察したりすることで、周囲の

環境や他の生物と関わり合いながら生きていることを学び、ふるさとの環境を守ろうとす

る気持ちをもつことができました。（相互性・多様性） 

３ 
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 【具体的効果】 

① 低学年から身近な自然環境について学習することにより、地区に愛着を感じ、生

き物や植物を守り、大切にしていこうという心情が育っていきます。 

② 学校生活の様々な場面で、節電・節水や紙のリサイクル、物を大事に使うといっ

た行動が見られるようになりました。 

③ アルミ缶の回収や年２回の資源回収が地域の方に浸透し、積極的にご協力いただ

いています。家庭と連携することで児童のリサイクルへの意識も育っています。 

【改善点】 

今年度の環境委員会では、学校環境への取組が増え、節電・節水への呼びかけが

不十分でした。今後はポスターだけでなく、児童主体で、なぜ節電・節水が必要な

のか発表したり、節電・節水をしたくなるようなキャンペーンを行ったりしていき

たいです。 


